
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長
岡
組
聞
法
会
で
若
手
布
教
使
の
育
成 

長
岡
組
長
永
寺
住
職 

 

木
曽 

隆 

日 
 

時 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
七
日
（
月
）
十
四
時
～
十
六
時 

会 
 

場 

長
岡
組
長
永
寺 

本
堂
（
参
加
者
四
十
名
） 

布
教
実
演 

堂
谷 

弘
頌
さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
巻
組
安
養
寺
住
職
） 

 
 

 
 

 

洪
野 

明
子
さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
新
潟
組
金
照
寺
衆
徒
） 

「
浄
土
真
宗
は
聴
聞
に
極
ま
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
法
を
聞
く
こ
と
無
く
し
て
浄
土
真
宗

は
成
り
た
た
な
い
宗
教
で
す
。
長
岡
組
で
は
三
十
年
余
春
秋
の
聞
法
会
を
続
け
て
い
ま
す
。 

毎
回
七
十
名
前
後
の
組
内
各
寺
院
の
ご
門
徒
住
職
な
ど
が
お
参
り
さ
れ
ま
す
。
昨
年
十
一
月

二
十
七
日
の
秋
の
聞
法
会
を
教
区
内
の
若
手
布
教
使
の
育
成
実
践
の
場
と
し
ま
し
た
。 

洪
野
明
子
さ
ん
が
「
み
光
に
包
ま
れ
て
」
と
堂
谷
弘
頌
さ
ん
が
「
浄
土
真
宗
の
有
難
さ
」

を
テ
ー
マ
に
聞
法
会
を
行
い
ま
し
た
。
平
素
は
県
内
外
の
ベ
テ
ラ
ン
布
教
使
を
招
聘
し
て
開

い
て
き
ま
し
た
。
今
回
初
々
し
い
若
手
の
真
剣
な
法
話
に
聴
衆
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
布
教
使
は
聴
聞
者
に
育
て
ら
れ
る
と
い
い
ま
す
。
布
教
実
践
を
重
ね
て
少
し
ず
つ
育

て
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
な
お
終
了
後
教

区
内
布
教
使
に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
辛
口
の
批
評
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

研
修
を
通
し
て
教
区
内
の
布
教
使
が
成
長
し
て
全
国
に
活
躍
の
場
を
広
げ
ら
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。 

 

 

新
潟
教
区
布
教
団
で
は
、
若
手
布
教
使
の
研
鑽
を
目
的
と
し
た
青
年
布
教
使
大
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
若
手
布
教
使
の
布
教
実
演
が
可
能
な
、
各
組
で
の
法
座
・
聞
法

会
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
教
務
所
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。 

ま
た
、
教
区
主
催
の
青
年
布
教
使
大
会
を
開
催
す
る
際
は
、
皆
様
に
お
声
が
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
と
も
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。 

ご
理
解
・
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

  



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一
年
前
、
巻
組
執
行
部
の
新
年
会
に
て
、「
来
年
度
、
巻
組
は
仏
壮
大
会
が
当
た

っ
て
る
ん
だ
け
ど
」「
え
、
巻
組
の
単
位
数
っ
て
」「
Ｎ
君
ど
う
す
る
？
」「
組
の
仏

壮
だ
け
で
は
・
・
・
」「
ご
縁
づ
く
り
部
会
と
合
同
で
実
行
委
員
会
作
る
？
」 

と
い
う
わ
け
で
組
内
の
仏
壮
連
盟
・
ご
縁
づ
く
り
部
会
・
執
行
部
か
ら
な
る
実

行
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。 

 

企
画
会
議
席
上
、「
私
、
長
野
の
ビ
ハ
ー
ラ
研
修
会
で
お
話
さ
れ
た
先
生
に
是
非

お
い
で
い
た
だ
き
た
い
」
「
私
も
あ
の
先
生
の
お
話
も
う
一
度
聞
き
た
い
」
「
ど
ん

な
お
話
で
す
？
」「
お
医
者
さ
ん
な
の
に
、
医
者
に
頼
る
な
と
か
」「
人
間
は
穏
や

か
に
死
ね
る
仕
組
み
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
と
か
」「
面
白
い
で
す
ね
。
最
近
、
病
院

の
延
命
治
療
で
、
残
さ
れ
た
家
族
の
心
の
傷
が
問
題
に
な
っ
た
り
し
て
ま
す
し
」

「
な
ん
と
い
う
先
生
で
す
か
？
」「
中
村
仁
一
先
生
！
」 

と
い
う
こ
と
で
、
直
接
電
話
で
出
講
依
頼
、
快
諾
を
得
て
即
決
。
そ
の
後
紆
余
曲

折
を
経
て
日
程
と
会
場
が
決
ま
り
、
テ
ー
マ
も
『
わ
た
し
の
老
・
病
・
死 

～
生

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
～
』
に
決
定
。
当
日
、
臨 

床
医
と
仏
教
徒
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
、
必
ず 

『
第
三
十
五
回
新
潟
教
区
仏
教
壮
年
研
修
大
会
顛
末
記
』 

 

巻
組
組
長 

教
願
寺
住
職 

頓
所 

弘
正 

日 
時 

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
日(

土)

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時 

会 

場 
虹
の
ホ
ー
ル
ゆ
め
じ
（
参
加
者
百
名
） 

テ
ー
マ 
「
わ
た
し
の
老
・
病
・
死
～
生
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
～
」 

講 

師 

中
村 
仁
一
さ
ん(

医
師
・
社
会
福
祉
老
人
ホ
ー
ム
「
同
和
園
」
附
属
診
療
所
所
長
） 

二
〇
一
七
年
十
二
月
六
日
、
本
願
寺
新
潟
別
院
に
お
い
て
、「
戦
争
を
回
避
す

る
た
め
の
平
和
的
提
言
～
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
和
を

誓
う
念
仏
者
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
「
つ
ど
い
」
は
、「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
新
潟
教
区
委
員
会

社
会
実
践
部
会
で
企
画
・ 

運
営
し
た
も
の
で
す
。
教
区
内
の
各
寺
院
か
ら
僧
侶
・ 

門
徒
の
皆
様
四
十
四
人
、「
つ
ど
い
」
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た
一
般
市
民
の
皆
様

十
九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

「
つ
ど
い
」
で
は
、
ま
ず
、
す
べ
て
の
戦
争
犠
牲
者
の
方
々
を
追
悼
す
る
戦
没

者
追
悼
法
要
を
執
り
行
い
、
つ
づ
い
て
、
新
潟
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
有
田

事
務
局
長
よ
り
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

『
第
二
十
回
新
潟
教
区
平
和
を
誓
う
念
仏
者
の
つ
ど
い
・
全
戦
没
者
追
悼
法
要
』 

社
会
実
践
部
会
員
・
長
岡
組
了
覚
寺
門
徒 

西
山
謙
介 

日 

時 

平
成
二
十
九
年
十
二
月
六
日(

水)

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分 

会 

場 

本
願
寺
新
潟
別
院
（
参
加
者
六
十
三
名
） 

テ
ー
マ 

戦
争
を
回
避
す
る
た
め
の
平
和
的
提
言
～
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～ 

講 

師 

有
田 

純
也
さ
ん
（
新
潟
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
） 

現
在
の
憂
慮
す
べ
き

国
内
外
の
情
勢
の
中
に

あ
っ
て
、
改
め
て
浄
土
真

宗
の
教
え
に
立
ち
返
り
、

非
戦
・ 

平
和
の
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
こ
そ
、

私
た
ち
の
歩
む
道
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る

「
つ
ど
い
」
と
な
り
ま
し

た
。 

 

私
た
ち
が
直
面
す
る
、
介
護
や
終
末
期
医
療
に
関

す
る
ま
さ
に
「
目
か
ら
鱗
」
の
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
家
族
や
世
代
間
交
流
を

テ
ー
マ
に
組
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
『
巻
組

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
併
催
。
ご
参
加
・
ご
協
力

頂
い
た
皆
様
と
、
有
難
い
ひ
と
と
き
を
共
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 
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「
埋
も
れ
る
こ
と
な
く
」 

与
板
組
隆
泉
寺
住
職 

上
戸 

聰 
 

 

こ
の
冬
は
例
年
に
な
い
豪
雪
と
な
り
ま
し
た
。
毎
日
毎
日
、
何
時
間
も

除
雪
を
す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
夕
方
き
れ
い
に
し
た
は
ず
な
の
に
、

朝
に
な
る
と
埋
ま
っ
て
い
る
が
っ
か
り
す
る
日
々
。
面
倒
で
す
が
、
や
ら

な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
次
々
に
積
も
る
雪
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

有
名
な
逸
話
を
思
い
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。 

釈
尊
の
お
弟
子
に
周
利
槃

し
ゅ
り
は
ん

特ど
く

と
い
う
人
が
い
ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
修

行
に
励
む
も
の
の
、
お
経
の
一
文
を
覚
え
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

著
し
く
記
憶
力
が
乏
し
く
、
つ
い
に
は
自
分
の
名
前
す
ら
忘
れ
て
し
ま
う

ほ
ど
で
し
た
。
そ
こ
で
自
分
の
名
前
を
書
い
て
首
に
か
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
か
け
て
い
る
こ
と
す
ら
忘
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
余
談
で

す
が
、
名
を
荷に

な

う
と
い
う
こ
と
か
ら
「
名

荷

み
ょ
う
が

」
と
な
り
、「
茗

荷

み
ょ
う
が

」
と

う
い
植
物
が
同
音
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
茗
荷
」
と
「
物
忘
れ
」
が
結
び
つ

い
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

そ
ん
な
周
利
槃
特
に
釈
尊
は
一
本
の
箒
を
与
え
「
塵ち

り

や
垢あ

か

を
除
か
ん
」

と
唱
え
、
ま
わ
り
を
浄
め
る
こ
と
に
の
み
努
め
る
よ
う
に
勧
め
ま
し
た
。

や
が
て
「
汚
れ
が
落
ち
に
く
い
の
は
人
の
心
も
同
じ
だ
」
と
悟
り
、
つ
い

に
仏
教
の
教
え
を
理
解
し
て
聖
者
と
な
ら
れ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

私
の
心
、
煩

悩

ぼ
ん
の
う

の
心
、
そ
の
ま
ま
で
い
い
と
放
っ
て
お
い
た
ら
雪
の
よ

う
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
自
ら
を
傷
つ
け
人

を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

阿
弥
陀
さ
ま
の
、
な
ん
と
し
て
も
あ
な
た
を
救
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

放
っ
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
願
い
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
の 

 

「
新
潟
教
区
布
教
団
研
修
会
」
報
告 

新
潟
教
区
布
教
団
副
団
長 

与
板
組
光
源
寺
住
職 

清
水 

正
朋 

日 
 

時 

平
成
三
十
年
一
月
二
十
二
日(

月)

十
四
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分 

会 
 

場 

本
願
寺
新
潟
別
院
（
参
加
者
二
十
二
名
） 

講 
 

師 

安
方 

哲
爾
さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
大
阪
教
区
） 

布
教
実
演 

宗
村 

泰
行
さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
三
条
組
至
徳
寺
衆
徒
） 

 
 

 
 

 

雲
林 

重
正
さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
与
板
組
浄
秀
寺
衆
徒
） 

 
 

 
 

 

木
曽 

 

隆
さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
長
岡
組
長
永
寺
住
職
） 

新
潟
教
区
布
教
団
研
修
会
が
、
平
成
三
十
年
一
月
二
十
二
日(

月)

、
新
潟
別
院
を

会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
ご
講
師
と
し
て
、
か
つ
て
本
願
寺
派

勧

学

寮

か
ん
が
く
り
ょ
う

部
長
や
布

教
使
課
程
専
任
講
師
を
ご
経
歴
さ
れ
、
本
願
寺
派
輔ほ

教
き
ょ
う

で
お
ら
れ
る
大
阪
の
安
方

哲
爾
さ
ん
を
お
迎
え
し
た
。 

テ
ー
マ
は
、
現
場
に
即
し
た
も
の
で
、「
年
忌
法
要
に
お
け
る
法
話
の
組
み
立
て
方
」

に
つ
い
て
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
研
修
の
ス
タ
イ
ル
は
、
教
区
内
の
若
手
・
中
堅
・

ベ
テ
ラ
ン
の
お
三
方
か
ら
実
演
法
話
を
い
た
だ
い
て
、
そ
の
法
話
を
通
し
て
、
参
加

者
一
同
が
学
習
を
深
め
た
。 

ご
講
師
か
ら
は
、
お
通
夜
や
一
周
忌
・
三
回
忌
の
法
要
で
は
、
参
詣
者
の
心
情
と

し
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
と
の
死
別
の
悲
し
み
が
鮮
明
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き

で
あ
る
。
僧
侶
は
死
の
現
場
に
多
く
携
わ
る
か
ら
、
注
意
し
な
い
と
死
別
の
悲
し
み

を
軽
視
す
る
嫌
い
が
あ
る
。
緊
張
を
も
っ
て
法
話
づ
く
り
に
臨
み
た
い
。
ま
た
そ
の

態
度
が
聴
衆
に
伝
わ
る
。
ひ
い
て
は
法
話
を
聞
い
て
い
た
だ
け
る
信
頼
関
係
に
も
つ

な
が
る
。
十
分
程
の
法
話
で
あ
る
か
ら
、
テ
ー
マ
は
一
つ
に
し
ぼ
る
。
阿
弥
陀
仏
の

お
救
い
が
、
現
に
我
々
の
上
に
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
の
が
法
話
で
あ
る
。
等
々
、
短

時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
直
球
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
最
後
に
団
員
以
外
の
皆
様

か
ら
も
多
く
ご
参
加
い
た
だ
け
た
こ
と
が
有
難
か
っ
た
。 

 

 

 

 

が
私
の
姿
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
阿
弥
陀
さ
ま
に
願
い
照

ら
さ
れ
て
い
る
、
わ
が
身
を
振
り
返
り
つ
つ
歩
ん
で
ま

い
り
た
い
も
の
で
す
。 
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〇
今
後
の
予
定 

ご
関
係
の
皆
様
の
、
多
く
の
ご
参
拝
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す 

・
少
年
連
盟
研
修
会 

日 

時 
 

平
成 

三
十
年 

三
月
十
三
日
（
火
）
十
四
時
～
十
六
時
三
十
分 

内 

容 
 

模
擬
子
ど
も
会
の
実
施
・
意
見
交
換
等 

・「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
に
関
す
る
研
修
会 

日 

時 
 

平
成 

三
十
年 

三
月
十
四
日
（
水
）
十
三
時
三
十
分
～
十
六
時
四
十
分 

講 

師 
 

小
川 

真
理
子 

さ
ん(

一
般
財
団
法
人
同
和
教
育
振
興
会
評
議
員) 

・
本
願
寺
新
潟
別
院
「
ど
ん
と
こ
い
フ
ェ
ス
タ
」 

日 

時 
 

平
成 

三
十
年 

三
月
二
十
五
日(

日)

十
五
時
三
十
分
～
十
八
時
三
十
分 

会 

場 
 

本
願
寺
新
潟
別
院 

 
 

内 

容 
 

法
話
・
太
鼓
の
演
奏
・
ラ
イ
ブ
・
夕
食
交
流
会
等 

・
本
願
寺
新
潟
別
院
御
取
越
報
恩
講 

日 

時 
 

平
成
三
十
年 

六
月
二
十
五
日
（
月
）
～
二
十
七
日
（
水
） 

講 

師 
 

安
方 

哲
爾 

さ
ん
（
本
願
寺
派
布
教
使
・
大
阪
教
区
） 

教
え
を
学
ば
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。 

新
潟
古
町
西
堀

へ
お
出
掛
け
の
際

は
、
駐
車
場
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
ど
う

ぞ
お
立
ち
寄
り
下

さ
い
。 

編 

集
／
浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
新
潟
教
区
委
員
会 

広
報
部
会 

〒
九
四
〇
―
二
四
〇
二 
新
潟
県
長
岡
市
与
板
町
与
板
乙
四
三
五
六 

本
願
寺
新
潟
別
院
内 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
二
五
八-

七
二-

二
一
二
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
二
五
八-

七
二-

二
五
三
六 

寺
院
巡
り 

 

新
潟
組 

光
林
寺 

住
所 

新
潟
市
中
央
区
西
堀
通
五
番
町
八
五
六 

電
話 

〇
二
五
―
二
二
二
―
八
二
〇
一 

慶
長
の
始
め
、
加
藤
清
正
の
重
臣
中
山
五
郎
左
衛
門
に
よ
り
、
会
津
伊
南
郷
に
て

建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
慶
長
十
二
年
頃
現
在
地
で
あ
る
新

潟
町
西
堀
に
移
転
し
ま
し
た
。 

後
に
西
堀
の
象
徴
と
な
る
柳
の
木
で
す
が
、
最
初
に
植
え
ら
れ
た
の
は
当
地
で
あ

っ
た
そ
う
で
す
。 

江
戸
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
少
な
く
と
も
三
度
の
大
火
に
遭
い
焼
失
、
そ
の
教
訓

か
ら
大
正
十
四
年
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
現
本
堂
と

し
て
再
建
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
昭
和
三
十
年
の
新
潟
大
火
で

は
難
を
逃
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
時
の
住
職
、
ご
門
徒
の
英
断
、
御
尽
力
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。 

現
在
で
は
常
例
会
や
仏
教
讃
歌
、
勤
行
の
練
習
会
な
ど
へ
多
く
の
ご
門
徒
さ
ん
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
親
交
を
深
め
合
う
と
共
に
、

み ラ
ジ
オ
法
話 

 
 

新
潟
教
区
布
教
団
に
よ
る 

ラ
ジ
オ
法
話 

Ｆ
Ｍ
な
が
お
か 

八
〇
．
七 

 

毎
週
月
曜
～
金
曜 

 

十
六
時
十
五
分
よ
り
放
送
中
で
す
。 

（
放
送
地
域
は
長
岡
市
全
域
、
小
千
谷
市
、
小
国
、
川
口
、
山
古
志
、
出
雲
崎
、
見
附
） 

 

編
集
後
記 

 

三
月
十
四
日
開
催
の
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
に
関
す

る
研
修
会
は
、
当
初
一
月
三
十
一
日
に
開
催
予
定
で
あ
り
ま

し
た
が
、
豪
雪
の
為
、
三
月
に
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

こ
の
一
月
下
旬
か
ら
二
月
中
旬
ま
で
連
日
続
い
た
豪
雪

に
よ
り
、
新
潟
別
院
は
消
雪
用
の
地
下
水
が
枯
渇
し
、
積
雪

に
よ
る
本
堂
・
庫
裡
倒
壊
の
危
険
か
ら
、
宗
門
並
び
に
教
区

内
有
縁
の
方
々
へ
除
雪
作
業
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
倒
壊
の
危
険
を

免
れ
る
事
が
出
来
ま
し
た
事
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。 

 
平
成
三
十
年
の
新
潟
別
院
報
恩
講
の
ご
講
師
は
、
布
教
団

研
修
会
（
今
号
記
事
に
て
紹
介
）
に
ご
出
講
い
た
だ
い
た
安

方
哲
爾
さ
ん
で
す
。
研
修
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
も
、
そ

う
で
な
い
方
も
是
非
ご
参
拝
・
ご
聴
聞
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

    2 月 8 日駐車場から見た 

事(寺)務所棟 

2 月 9 日 

除雪ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 


